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人のために尽くす喜び
「分かち合う場所」そこにあるから

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、﹁
令
和
﹂
へ
の
改
元
、
今
年
は
平
和
の
祭
典

﹁
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
﹂
開
催
と
、
日
本
の
歴

史
に
大
き
く
刻
ま
れ
ま
す
。

　

選
手
の
活
躍
と
大
会
の
成
功
を
も
っ
て
存
在
感
を
世
界

に
示
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
＂
が
ん
ば
れ
！
ニ
ッ
ポ
ン
！
＂

　

昨
年
末
の
新
聞
報
道
で
、
超
が
付
く
ほ
ど
の
﹁
少
子
・

高
齢
・
人
口
減
少
﹂
社
会
に
突
入
し
て
い
る
実
状
に
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
な
ん
と
出
生
数
が
八
十
六
万
人
、
高
齢

化
率
世
界
一
、
五
十
万
人
の
自
然
減
、
こ
れ
は
社
会
保
障

制
度
の
根
幹
を
大
き
く
ゆ
る
が
す
も
の
で
あ
り
、
医
療
・

介
護
・
教
育
等
へ
の
影
響
が
憂
慮
さ
れ
、
給
付
と
負
担
の

問
題
が
身
近
に
迫
り
来
る
日
常
生
活
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
を
見
据
え
、
情
報
の
収

集
に
努
め
、
地
域
福
祉
推
進
の
一
翼
を
担
う
社
会
福
祉
協

議
会
と
し
て
、
積
極
的
に
対
応
策
を
論
じ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
策
と
し
て
町
内
の
四
法
人
組
織
の
連

携
を
図
り
、﹁
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
︵
仮
称
︶﹂
を
新
年

度
に
設
立
す
る
運
び
と
な
り
、
共
同
し
て
問
題
・
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
中
津
川
地
区
の
大
友
俊
治
様
か
ら
の
多
額
の

ご
寄
付
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
、
町
内
外
の
事
業
主
様
、

学
校
、
職
場
、
イ
ベ
ン
ト
益
金
等
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
信
頼
あ
っ
て
こ
そ
社
協
運
営
が
成
り
立
つ
こ
と

を
忘
れ
ず
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

  

新
年
の
あ
い
さ
つ

飯
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
会
長
　
伊
　
藤
　
榮
　
造
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ご
理
解
・
ご
協
力
に

　
　感
謝
申
し
上
げ
ま
す

【
戸
別
募
金
】

　

合
計
額　
　

一
、三
六
九
、八
二
六
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
一
九
〇
七
件
︶

　

中
部
地
区　

五
八
八
、九
二
六
円

　

白
椿
地
区　

三
一
八
、五
〇
〇
円　
　
　
　
　
　

 

　

東
部
地
区　

二
〇
七
、二
〇
〇
円

　

西
部
地
区　

一
八
四
、一
〇
〇
円

　

中
津
川
地
区　
　

七
一
、一
〇
〇
円

【
大
口
募
金
】

　

合
計
額　
　
　

七
二
三
、四
七
九
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
一
六
〇
件
︶

【
職
域
募
金
】

　

合
計
額　
　
　
　

三
一
、八
三
一
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
十
九
件
︶

【
学
校
募
金
】

　

合
計
額　
　
　
　

五
〇
、三
六
九
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
四
件
︶　

【
イ
ベ
ン
ト
募
金
】

　

合
計
額　
　
　
　

二
〇
、三
一
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
二
件
︶

【
街
頭
募
金
】

　

合
計
額　
　
　
　

三
〇
、九
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
七
件
︶　

　

令
和
元
年
度
の
赤
い
羽
根
共

同
募
金
並
び
に
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆

様
、
事
業
主
の
皆
様
の
ご
理
解

に
よ
り
、
多
く
の
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。

　

共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

山
形
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、

来
年
度
に
計
画
さ
れ
る
様
々
な

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
の
ご
厚
意

は
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
時
期

に
お
い
て
様
々
な
生
活
課
題
を

抱
え
る
世
帯
へ
の
支
援
に
役
立

て
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

２，２２６，７１５２，２２６，７１５２，２２６，７１５円円円 赤い羽根
共同募金

※その他、運動諸経費として４１，０９０円を配分させて頂いております。

令和元年度（募金期間： 令和元年11月８日 ～ 12月12日）

　９８４,０００円
目標額　１，００５，０００円（達成率９７．９％）

歳末たすけあい
募金総額

【
戸
別
募
金
】

　

合
計
額　
　

九
八
四
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
一
九
六
八
件
︶

十
二
月
十
八
日
の
配
分
審
査
委
員

会
の
決
定
を
経
て
、
十
二
月
二
十

五
日
に
民
生
委
員
に
よ
る
受
配
者

宅
へ
の
訪
問
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

― 配分金を受けて年末に執行された福祉活動 ―

経済的支援を必要とする世帯への生活援助事業
　飯豊町社会福祉協議会　　　　　　　　（　８６件 / ７２４，０００円 ）

単身高齢者等を対象とした歳末見守り訪問事業
　飯豊町民生委員児童委員協議会　　　　（１４１件 / １２３，９１０円 ）

要保護準要保護認定児童激励支援事業
　飯豊町民生委員児童委員協議会　　　　（　２５件 /　 ７５，０００円 ）

ボランティアによる単身高齢者への福祉年賀状作成事業
　特定非営利活動法人ほっと　　　　　　（１７７件 /　 ２０，０００円 ）
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大口募金協力者・企業等ご芳名（50音順・敬称略）
◆個人

髙橋　玄舟
森　　　光

◆法人
愛昭運輸
青木電気工事
アグリメントなか
アベ床屋
安部塗装所
嵐商店
飯豊米ネットワーク
いいで添川温泉しらさぎ荘
いいで福祉会
飯豊町観光協会
飯豊町商工会
飯豊めざみの里観光物産館
いいでめざみの里福祉会
いいで旅館
いいでワゴー薬局
いとう印刷
伊藤園
いとう自動車
伊藤造園土木
伊藤畜産
いとう美容室
井上園芸
いわはなや食堂
上田スポーツ店
魚井
魚豊味
ウマイヤ商店
梅津商店椿給油所
エコプラントめざみ
エムエス
エルベ
遠藤商店
オウラ
大城鉄工所
大岸製作所山形工場
オオヒラ

おそうじ館梅津
置賜クリーン設備
男鹿商店
恩徳寺
菓子の丸屋
粕川電機商会
KATO創業
叶で～る
ガレージフラット
歓喜院
岩松寺
喜雲寺
菊地工業
吉祥寺
きはる
木村自動車
協和ハウス
銀波
草刈商店
源居寺
小池建築
小泉たたみ店
香月
国分石材
後藤酒店
後藤農場
ごとう美容室
後藤無線商会
こまくさ理容店
こまつ鍼灸接骨院
今魚店
齋藤組
さかい
寒河江設計
佐久間履物店
桜井築炉工業
佐藤管工業
さとうクリーニング
佐藤酒店
佐藤鉄筋
佐藤輪業商会

さゆり内科歯科クリニック
山有縫製
三陽電気
ＪＦＥミネラル飯豊鉱業所
志田建築
島貫販売店
車匠ヨシダ
白川温泉白川荘
新丸七商店
須貝周一税理士事務所
セルカ
泉学寺
千古屋
大工手塚建築
髙岡建築工業
髙橋工務店
たせい美容室
田中屋
田辺理容所
椿簡易郵便局
つばき美容室
土地家屋調査士横山幸造事務所
トップパーツ
冨永工務店
豊川建設
どんでん平ゆり園
中津川エフエフ
中津川バイオマス
長沼新聞店
長沼安義税理士事務所
並木製作所山形工場
新野印刷
肉のすがい
西置賜ふるさと森林組合
日栄製作所
日進
橋本建築
東山アスコン共同企業体
樋口建設
ビューティーサロン舞衣
美容室いのうえ

美容室メルシー
美容ホワイト
船山印刷
舟山建築
船山商事
fringe
ヘアーサロンながおか
ヘアーサロンナス
ヘアーサロン細谷
豊城建設
ほーす
ほそやでんき
ホリエ
堀呉服店
本長寺
巻坂塗装店
まつや商店
松山和好行政書士事務所
松山商店
マルシチ米穀
マルホ商店
まるや尾形商店
三ッ柳道路
めざみ交通
山形おきたま農協飯豊支店
山形中央信用組合飯豊支店
ヤマキチ
山口治療院
山口ボディサービス
ヤマデン
夕月
湯村板金
ゆり調剤薬局
米野斉巳土地家屋調査士行政書士事務所
来来軒
リペアナガオカ
レペック
若乃井酒造
渡部ガソリンスタンド
渡部製材所

以上１６０件

伊藤　新榮さん（椿）に「厚生労働大臣感謝状」が贈られました
　令和元年９月19日、一昨年、共同募金に対し多額の
寄付をお寄せいただきました椿の伊藤新榮様に、山形
県共同募金会の池野会長から「厚生労働大臣感謝状」
及び「中央共同募金会会長感謝状（楯）」が贈られま
した。
　町社協では、今年度当寄付金の配分を受け、事務所
内にフリースペースを整備し、認知症カフェや交流イ
ベントの開催など住民同士のつながり構築のための取
り組みを進めております。
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赤い羽根共同募金は、
さまざまな形で地域にいかされています

　毎年、皆様からお寄せいただいた寄付金は、県内の民間社会福祉施設、社会福祉団体をはじめ、
地元の社会福祉活動に配分され、福祉活動の振興や地域福祉推進のために活用されます。

共同募金は、皆さんのやさしさで支えられています。
学校にて… 会社等にて…

戸 別 募 金 職 域 募 金街 頭 募 金 大 口 募 金 学 校 募 金

２,２２６,７１５円
令和元年度飯豊町の実績額

　地域の皆様からお寄せいただいたすべての寄付金は一旦、「山形県共同募金会」に集められ、
翌年度の配分計画に沿って、さまざまな地域福祉事業に役立てられます。

５１０,０００円 １,７１６,７１５円
赤い羽根の使いみち

【広域配分】県内社会福祉施設等へ 【広地域配分】飯豊町社会福祉協議会へ

（令和２年度事業計画）
●福祉施設の整備費として
●大規模災害の支援金として
●県域で事業を実施する民間福祉団体の活動の
　ために
●災害ボランティア養成のために
●ボランティア団体の活動を推進するために　等

（令和２年度事業計画）
●在宅介護者の福祉を高める活動に
●単身高齢者のための会食サービス事業に
●子ども達の福祉の心を育む事業に
●広報誌「しあわせ」の発行のために
●地域のいきいきサロン活動の育成のために
●高齢者・障がい者福祉活動のために
●子育て支援の活動のために　等

赤い羽根共同募金に対し多額の寄付をお寄せいただいた場合、次の基準により感謝状の贈呈対象となります。

贈呈区分 山形県共同募金会
会長感謝状

中央共同募金会 厚生労働大臣
感謝状会長感謝状 会長感謝楯

個　人 １０万円以上 　２０万円以上
　５０万円未満 　５０万円以上 　１００万円以上

　５００万円未満

団　体 ３０万円以上 　６０万円以上
１００万円未満 １００万円以上 　３００万円以上

１０００万円未満

 個人で500万円以上、法人・団体が1000万円以上の寄付を行った場合は、褒章の対象となります。

各ご家庭で… 街角で… 地域の商店街…
企業にダイレクトメールにて…
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「
気
づ
き
」「
つ
な
が
り
」
身
近
な
地
域
で
支
え
合
う
た
め
に

　
　
　〝
集
落
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〞
を
開
催
！

「地域共生社会」と「ともに生きる」を考える実践！財津堂編

青春（若さ）とは人生の一時期のことではなく心のあり方のことだ。
若くあるためには、創造力・強い意志・情熱・勇気が必要であり、安易（やすき）に就こう
とする自らを戒め、冒険する心を忘れてはならない。人間は年齢（とし）を重ねた時老いる
のではない。理想をなくした時老いるのである。「青春（若さ・Youth）」（サムエル・ウルマン）より

椿地区／財津堂集落 （●自治会長／鈴木　章一　●世帯数／111 戸　●高齢化率／25.9%）

【エピソード】12 月に開催した２回目のワークショップは、
それぞれの得意技や趣味を持ち寄って集まりました。絵
が好きという男性は、SL の鉛筆画、孫の肖像画を披露し、
得意の川柳も発表してくれました。編み物の得意な女性は、
この時期ピッタリの毛糸の作品、花作りが得意な女性は「食
べられる花の栽培に挑戦し、みんなで試食してみよう」と
意欲を見せました。今度、地元の絵や写真を集めて「財津
堂」の絵ハガキを作ろうというアイデアも生まれたワーク
ショップ。芸術に関心がある人、地元の景観に誇りを持つ
人、印刷業の人、この集落が好きな人、みんなの力で「財
津堂セレクション」の絵ハガキ、実現できたらいいですね。

《財津堂ワークショップのまとめ》　１回目/11月26日・ 2回目/12月18日

■助けられ上手になろう！生活しやすい環境づくり。
　回覧・配布書類の届け物が大変。買い物が不便など暮らしの困りごと。
　⇒足腰が弱い人は回覧は一番最後に。一回の集まりを有効に！
■個人の取り組みをみんなの活動へ。財津堂アクションプラン。
　薬草など家庭でできる自然療法に興味のある高齢者が多い。
　⇒ドクダミ、キハダ、マタタビ等の効能をみんなで調べて共有。
　家庭菜園、食卓に新しいものを取り入れることが面白い。
　⇒食べられる花栽培、黒ニンニク、柿の試食会など。　　　　　　　　
　高齢者の趣味・興味を広げる集まりを定期的につくりたい。
　⇒「川柳」「編み物」「絵画」「しめ縄」「梅漬け」「絵手紙」など
■地元の素晴らしい資源、自然、景観をみんなに届ける取り組み
　財津堂の風景を写した作品（桜・飯豊公園等）、地元の人たちの作品（絵・写真等）を絵はがきに。　
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令和元年度の社協関連事業を振り返る
▼

山
新
お
し
ど
り
金
婚
さ
ん
顕
彰
記
念
品
贈
呈
式

　
　
（
10
・
18
／
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
～
す
」）

▼

飯
豊
町
ら
く
ら
く
筋
ト
レ
教
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
・
2
／
福
祉
の
里
め
ざ
み
内
）

▲置賜地区老人クラブ公式ワナゲ大会
　飯豊代表チーム奮闘（9・12 ／米沢市）

▲地域の居場所「いっぷぐあが家」オープン
（4・8 ／萩生地内）

▲地域の居場所「みんなこ家」オープン
（11・28 ／椿地内）
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▼

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　（
10
・
8
／
ス
ワ
ン
パ
ー
ク
）

《
大
会
成
績
》　

　

優　

勝　

二
瓶　

ち
よ
さ
ん
（
小
白
川
）

　

準
優
勝　

飯
沢　

功
明
さ
ん
（　

中　

）

　

第
三
位　

井
上　

克
夫
さ
ん
（
萩　

生
）

▲老人クラブと後藤町長とのほのぼのトーク
　（12・16 ／しらさぎ荘）

▲昨年秋、社協建物内に
　「フリースペース・エール」が完成

▲民生委員児童委員の一斉改選に伴い退任者に感謝状
　が贈られました（12・2 ／いいで旅館）

▲ふれあい・いきいきサロンサミット
　　　　　　　（11・25 ／いいで旅館）

▲高齢者体育レクリエーション大会（10・18 ／町民総合センター「あ～す」）
《大会成績》優勝  東部地区高砂会　準優勝  小白川高砂会　第３位  黒沢壽会

▼

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の

　
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
委
員
会

　
　
　（

9
・
3
／
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
）

《
審
査
結
果
》　

【
最
優
秀
賞
】

　

低
学
年
の
部

　
　

木
村　

文
飛
く
ん
（
第
一
小
２
年
）

　

高
学
年
の
部

　
　

後
藤　

和
希
さ
ん
（
添
川
小
６
年
）

【
優
秀
賞
】

　

低
学
年
の
部

　
　

渡
部　

碧
晄
く
ん
（
第
一
小
１
年
）

　
　

後
藤
か
が
り
さ
ん
（
添
川
小
３
年
）　　
　
　

　

高
学
年
の
部

　
　

伊
藤　
　

陸
く
ん
（
添
川
小
４
年
）　　
　

　
　

鈴
木　

彩
世
さ
ん
（
第
二
小
５
年
）
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地区 氏　　名 担当する地区・部落・自治会 新任再任

中　
　

部　
　

地　
　

区

片桐　天山 町西 再任

加藤千枝子 石原 再任

木村　照子 萩生町、いいでハイツ 再任

渡部久美子 町上 新任

島貫潤一郎 中ノ目北 再任

髙橋　順子 中ノ目南 新任

渡部　道雄 深淵西、深淵東、高野寺分 再任

細谷　芳弘 新田 再任

大谷部清美 沖 新任

渡部　晃子 中西 再任

長岡　正平 中北、酒町、北酒町 再任

関　　敏美 吉長、谷地田、旭 再任

鈴木佐代子 叶内、坪沼、高柳、二本松・五反田 新任

白　
　

椿　
　

地　
　

区

伊藤　佐市 辻、諏訪、小原、下椿 再任

伊藤　　毅 椿第一、厚生 新任

上田　　太 上野、坂ノ下、駅前 再任

後藤　昇平 財津堂 再任

渡邉　忠雄 十文字、上野 新任

舟山　嘉藏 上郷、中郷、野山 再任

渡部　勇一 北上野、下野 新任

地区 氏　　名 担当する地区・部落・自治会 新任再任

東
部
地
区

米野　恭子 昭和、下町 再任

髙橋奈美子 東山、上町 新任

佐原　俊郎 大旦、中洞、下川原 再任

遠藤　元次 上代 新任

山口　明美 松原 再任

西
部
地
区

井上　清人 西高峰、中通、橋本 新任

鈴木　義一 西向、東向 新任

伊藤　尚美 向原、荻 新任

竹田　道子 町中、町下 新任

八島　美穂 落合、八幡、町上 再任

中
津
川
地
区

鈴木　るみ 上原、数馬 再任

伊藤キミ子 下屋地 再任

中村　輝一 宇津沢、遅谷 再任

伊藤浩一郎 広河原、小屋 新任

後藤　通雄 岳谷、岩倉 再任

伊藤　清一 川内戸、白川 再任

【主任児童委員】

地区 氏　　名 担　　　当 新任再任

飯
豊
町

小松　弘子 児童に関することを専門的に
担当

再任

寒河江秀憲 再任

令和元年11月30日付けで14名の方が、任期を終え退任されました。長年にわたり、本町の地域福祉の向上にご尽
力いただきありがとうございました。

伊藤一則氏（萩生）、山岸美枝子氏（萩生）、菅野誠一氏（中）、手塚房夫氏（黒沢）、伊藤キミ子氏（椿）、渡部靖子氏 
（小白川）、若山賢一氏（小白川）、野口りつ子氏（添川）、遠藤善夫氏（添川）、山口健氏（高峰）、井上文子氏（高
峰）、小関惠子氏（手ノ子）、齋藤義廣氏（手ノ子）、安部数幸氏（中津川）

あなたのまちの民生委員児童委員です
昨年12月1日に一斉改選が行われました　３年間よろしくお願いいたします

一斉改選に伴う委嘱状伝達式が12月2日、「いいで旅館」
で行われ、後藤町長から全委員に厚生労働大臣および山
形県知事からの委嘱状が手渡されました。

　民生委員児童委員は、生活に困っている人、寝たきりやひ
とり暮らしの高齢者、障がい者、子育てなどに悩みを抱えて
いる人たちの問題解決ができるように、皆さんの良き相談相
手として活動します。みなさんお気軽にご相談ください。
　民生委員には、担当地区があり、地域の実情を調査するた
めに担当地区の世帯を訪問することがありますのでご協力を
お願いいたします。

飯豊町民生委員児童委員協議会
会　長　　伊　藤　佐　市
副会長　　片　桐　天　山　（中部地区会長）
副会長　　上　田　　　太　（白椿地区会長）
副会長　　山　口　明　美　（東部地区会長）
副会長　　鈴　木　義　一　（西部地区会長）
副会長　　伊　藤　清　一　（中津川地区会長）
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事業名 サービス内容 事業所・部所名

介護予防
サービス

介　護
サービス

障害福祉
サービス その他

電話番号 営業日時等要支援1・
2と認定
された方

要介護1 ～
5と認定さ
れた方

障害の
ある方

支援が必
要な方

居宅介護支援
※介護予防
　（飯豊町受託）

ケアマネジャーがケアプラン作
成、介護保険認定申請代行か
らサービス利用までをサポートし
ます。

在宅介護支援
センター福祉
の里めざみ

〇 〇 86-2231

月～金
（祝日・
12/29 ～
1/3 除）

8:30 ～ 17:15

訪問介護
（ホームヘルプ
サービス）

ホームヘルパーが訪問し、身体
介護や生活援助など日常生活
のお手伝いをします。

訪 問 介 護 ス
テーション福
祉の里めざみ

〇
総合事業 〇 〇 〇 86-2231

年中無休
（12/29
～1/3除）

7:00 ～ 21:00　　　　
（介護予防
8:00～17:00）

地域密着型通所
介護
（デイサービス）

送迎、入浴や食事の提供等、
日常生活上の支援を日帰りで行
います。

日帰り介護セ
ンター福祉の
里めざみ

〇
総合事業 〇

86-2237
月～土　　　

（1/1 ～
1/3 除）

8:30 ～ 17:15　　　　
（提供 9:00
～ 16:30）認知症対応型通

所介護
（デイサービス）

認知症の方を対象に送迎、入
浴や食事の提供等、日常生活
上の支援を日帰りで行います。

日帰り介護セ
ンター福祉の
里めざみ

〇 〇

短期入所生活介護・
短期入所（ショートス
ティ）※利用弾力化
事業（飯豊町受託）

ご家族に代わって、短期間、介
護を必要とする方に対し、入浴、
食事等の生活介護を行います。

短期入所生活
センター福祉
の里めざみ

（単独型）

〇 〇 〇 〇 86-2236 年中無休 24 時間

日中一時支援
（飯豊町委託）

一時的に見守り等の支援が必
要な障がい者等の日中における
活動の場を確保します。

短期入所生活
センター福祉
の里めざみ

〇 86-2236

月～金
（祝日・
12/29 ～
1/3 除）

7:30 ～ 9:30　　　　

安心生きがい訪
問（飯豊町委託）

日常生活に不安がある単身高齢
者等が、社会生活を円滑に営む
ことができるよう定期的に指導員
を派遣し必要な支援を行います。

飯豊町社会福
祉協議会
総合福祉管理室

〇 72-3353

月～金
（祝日・
12/29 ～
1/3 除）

8:30 ～ 17:15

通所型
サービスA
（飯豊町委託）

個々の状態に応じ、身体機能と
生活の質の向上を目指したトレー
ニングやサポートを行います。

飯豊町社会福
祉協議会
総合福祉管理室

〇　　　
総合事業
※要支援
　1 のみ

〇 72-3353 金曜日
8:30 ～ 17:15　　　　

（提供 10:30
～ 14:00）

福祉有償運送
サービス

公共交通機関を利用することが
困難な方に対して、ドア、ツー、
ドアの個別輸送サービスを提供
します。

飯豊町社会福
祉協議会
地域生活支援室

〇 〇 86-2231

月～金
（祝日・
12/29 ～
1/3 除）

8:30 ～ 17:15

らくらく筋トレ教室
健康寿命を延ばすための総合
支援と老化を防止する専門的な
サポートを行います。

飯豊町社会福祉
協議会　ふれあ
い介護支援室（ら
くらく筋トレ部門）

〇 86-2555

月～金
（祝日・
12/29 ～
1/3 除）

9:00～12:00/
13:00～16:30

社会福祉法人飯豊町社会福祉協議会が運営するサービス提供事業所一覧
サービスの内容やご利用方法についてはお気軽にご相談ください

ボランティア活動を行う場合は、保険への加入をおすすめします
　今年度も活動中の事故が報告されております。特に、除雪ボランティアなどはその危険が高いので事前に
加入していただくのが安心です。
　社会福祉協議会では地域を豊かにする活動を支えるため保険料の一部助成を行っていますので詳しくは下
記の窓口にお問い合わせください。

　日本国内におけるボランティア活動中におこる様々な事故に対する備え
として、無償で活動するボランティアの方々のための補償制度です。保険
料は以下の表のとおりです。（１年・年間）

ご加入プラン Ａプラン Ｂプラン

保険料
基本タイプ 350 円 510 円
天災タイプ 500 円 710 円

※保険料は年度ごとに見直しが行われます。(上記は平成31年度)
※半額助成がありますのでAプランの場合、実質175円となります。
※補償内容などは全国社会福祉協議会のホームページ若しくは社会福祉協議
会にパンフレットがありますので御問合せ下さい。

補償期間（保険期間）
　４月１日～翌年３月31日　又は
　加入手続完了日の翌日～翌年３月31日
補償の例
　・活動中、転んでケガをして通院した。
　・活動で清掃中、誤って花びんを落としてこわした。

【お問い合わせ】　飯豊町社会福祉協議会法人事務局　☎７２－３３５３

《加入手続き》飯豊町社会福祉協議会に来所頂き、備え付けの「加入依頼書」に必要事項を記入し保険料を添えて提出
してください。団体の場合は、加入される方の氏名を記載した名簿等をご持参願います。
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